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昭和基地月別気象状況 
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露岩 
大陸氷の流下が 
比較的はげしい所 
大陸氷の流下が比較的は
げしくない海岸線 
氷山の群集している地帯 
旅行のコース 
キャンプ（番号は 
出発よりの日数を示す） 
 
本図は第一次越冬中、1957年11月25日より12月10日までの間、
西堀・菊池・北村が行った犬ぞり旅行の際作成したものである。露
岩の名称はその際仮につけたものであり、正式にはいまだ認められ
ていない。 
プリンス・オラフ沿岸犬ぞり旅行踏査図 
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